
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
【自ら問いを見いだし、他者と協働して粘り強く解決・表現する力の育成】
①事象から「問い」を立て、自ら見通しを持つ力（課題発見力）
②情報を結びつけ、協働して「粘り強く」最適解を探求する力（思考・判断力）
③根拠に基づき「論理的に表現」し、学びを振り返る力（表現力・メタ認知力）
学校課題研究のテーマにもある「教科等横断的な学習指導」の要として、この3つの柱を位置づけていく。

①「学びの視覚化」と振り返りの実践
・①「主体的な学び」の視点・②「対話的な学び」の視点 ・③「深い学び」の３つの視点についてピクトグラム等を用いて、本時の「学びの見通し」
を示し、終末に「振り返り」の時間を確保する。	
【毎時間の授業】授業内・終末5分
②「魅力ある課題」の設定と協働解決
各教科の単元計画において、地域の事象等と関連付けた「自分事となる課題」を設定し、対話的な学びを位置づける。	
【単元ごとの計画】単元内に1回以上
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全国学力・学習状況調査結果の分析②
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児童生徒の実態
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